


























































































































































せた。子どもたちからは， 「強しリ 「こわし、」 「お
そろしし、」などの言葉が出された。

























ミュニケーションを成立させ とができる。 （語葉力） を基に将来の状況やあるべ質に根ざ ることができる。 （コミュニ よりよく聞こう，話そう，読 き姿を予測し，見通しをもっした資 ケーション能力の基盤を成す もう，書こうとすることがで て行動することができる。質・能力 国語の運用能力） きる。 （言語生活の向上を志 （論理的思考力・想像力の基
す意欲・態度） 盤を成す国語の運用能力）
登場人物が心を通わせてい 物語のおもしろさを見つ 課題意識をもち，課題解決
く様子や「たから物」につい けたり， 「たから物」につい に向けて言葉にこだわりな








指導の手 っけながら，交流させる。 「わにのおじいさんのたか り，見通しをもって学習を進





評価方法 授業観察やワークシート， 授業観察やワークシート， 授業観察やワークシート，
等 振り返りの記述 振り返りの記述，物語の続き 振り返りの記述
期待され 他者から学んで自分の考
え 物語をいろいろな観点か 課題意識をもち，課題解決
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